
 

 

 

★阪神淡路大震災から 31年！ 
２０２６年１月１７日で阪神淡路大震災から３１年になりま

す。１６日には１.１７メモリアル集会を開き、防災担当の児玉

先生から震災の話を聞いたり、当時の映像を見たり、防災クイ

ズをしたりしました。また、 

・避難するときに持って出る非常用持ち出し袋は用意してあ  

りますか？ 

・どこに避難するか、理解していますか？ 

・地震などの災害が起こったとき、助け合いや協力など、思 

いやりのある行動がとれる人になろう。と言う話をしました。 

自分のことで恐縮ですが、少し昔話を書きます。震災当時、実家の伊丹から採用された

豊岡に移り住んで２年と少したっていました。阪神淡路大震災により、実家は半壊、自分

が寝ていたベットは、タンスの上に置いていたブラウン管テレビが落ちてきて真っ二つに

割れていました。「もし、このベットで寝ていたら…」と考えるとぞっとしました。   

地震から１週間後、実家に戻ろうと車を走らすと、普通ならあと１５分で着く宝塚から

４時間かかりました。実家の周りは見たことのない光景でした。自然の恐ろしさを、まざ

まざと体験しました。 

そのときから３１年がたちました。今でもたまに、実家の近所を通ることがあります

が、小さい頃に見慣れた光景はどこにもありません。ほとんどが震災のあとに建てられた

ものです。自分の「ふるさと」と呼ばれるようなものがなくなった気がして少しさみしく

感じます。 

震災から３１年たち、痛烈に感じていることがあります。それは、テレビ、新聞、ネッ

トなどどの震災関連の記事の減少です。毎年少しずつ減っていましたが、確実に昨年より

大幅に減少しています。「３０年と３１年でこれだけ違うのか…」、「これが風化するとい

うことの原因か？」と、考えてしまいます。 

兵庫県民として、亡くなられた６４３４名のためにも、絶対に阪神淡路大震災を忘れ

ず、また風化させず語り継ぐこと、「自分の命は自分で守る」ということが考えられる兵

庫県民を育てていくことを大切に、学校の教育活動を進めていきたいと思います。ご家庭

でもぜひ、阪神淡路大震災について、話していただけたらと思います。よろしくお願いし

ます。 

★２年ぶりのカルタ会 実施！ 

１月９日、２年ぶりにカルタ会を実施しました。昨年は大雪で臨時休校となりできませ

んでした。 

子どもたちは、自分が覚えている百人一首を上の句が呼ばれただけで「はい」と大きな

学校教育目標 ふるさと小野を誇り、互いにつながり高め合う小野っ子の育成 

校報 笑顔で成長する小野っ子  令和８年１月２３日 №12 



声でとることができていました。１００首すべて覚えている子もいます。

低学年でも、３０首以上を覚えており、一人で１０枚以上とっている子も

いました。 

色々な人に話を聞くと、まったく百人一首に触れていない

学校もあり、中学校で初めて百人一首を行ったという子ども

もいます。日本の伝統芸能であり、中学校でも百人一首

大会を行います。ぜひ、一度は「１００首すべて覚えた」と言える日が

来るといいなと思います。家でも家族と百人一首ができることを期待し

ています。 

▼２月の行事予定▼ 

 

★保護者の皆様 お世話になります。  

１月２８日、小野小学校としては、４年ぶりのスキーです。そして、初めての全
校生で行う雪山遠足です。行けると信じていますが、お弁当やスキーウエアなどた
くさんの準備、よろしくお願いします。子どもたちが、元気いっぱい、雪山やスキ
ーを楽しみ、けがなく、全員無事帰ってこれるよう、がんばりたいと思います。 


